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親愛なる同僚ロータリアンの皆さん、 
1961年、私はロータリーの親善奨学生としてケープタウン大
学で学んでいました。その地で暮らした期間に、南アフリカ
はもちろん、現在、ジンバブエ、ザンビア、ナミビアとなっている
国々へ、16,000マイル（約2,600 km）の旅をしました。35のロ
ータリークラブを訪ね、数え切れないほどのロータリアンに会
い、私は南部アフリカの豊かな文化に夢中になりました。
 

奨学生としての経験をアフリカのために 

初めて訪れたとき、私はアフリカの伝統や人々の生活におけ
る挑戦に関して真価を認めるようになり、この地と人々に対す
る私の敬意と賞賛の気持ちが、ロータリアンとなってからも幾
度となく私をアフリカに呼び戻しました。そして今、これは驚く
べきことですが、私のロータリー奨学生としての経験をアフリ
カにおけるロータリーの役割強化のために使うという特別の
機会をもつことになったのです！ 本年度は「アフリカ支援委員
会（ＲＯＴＡ＝Reach Out to Africa）」が始まって4年になりま
す。そして今年度のＲＯＴＡ委員会は、より早く効率的に目標
を達成するために手際よく活動しています。私たちはアフリカ
のロータリアンの数を増やす必要があります！　また、私はアフ
リカに対する国際奉仕プロジェクト、特にロータリー財団の支
援を得たプロジェクトの実質的な増加を期待しています。ＲＯ
ＴＡ委員会はすばらしいウェブサイトをもっていますので、皆
さんが http://www.reachouttoafrica.org を開いてご覧に
なることをお勧めします。 

ロータリー財団の産物であることを誇りに思う 

私は今年度、ロータリアンたちが気軽にアフリカを訪れ、彼
らの国際奉仕プロジェクト参加を増やすための二つの奉
仕活動を導入しました。一つは「Ray's Rotary Reunions
（レイのロータリー同窓会）」で2月3～5日にケープタウンで
開かれます。一人でも多くのロータリアンがこのイベントの
ために、最も汚れなき岬にあるケープタウンに集まってくだ
さることを期待しています。もう一つは、「Rotary Project 
Safaris（ロータリー・プロジェクト・サファリ）」です。貧困が

広がり、地元のロータリアンたちが財政援助を必要とする
数多くの有益なプロジェクトを開発している地域に、ロー
タリアンたちの訪問を容易にする奉仕活動です。この二
つの催しに関するより詳しい情報は「ＲＩ会長のページ」 
http://www.rotary.org/ja/president に出ています。ご
質問があれば elsa.sanabria@rotary.org にご連絡くだ
さい。 
私は、自分がロータリー財団の産物であることに誇りをもって
います。そして、もし私がアフリカにおけるロータリー強化の懸
け橋役を務めることができるなら、それはＲＩ会長としてのもっ
とも意義のある業績となるでしょう！「レイのロータリー同窓会」
と「ロータリー・プロジェクト・サファリ」に参集ください。アフリカ
のロータリーを「より大きく、豊かで、大胆に」するために、そし
てアフリカのロータリー財団奨学生の輪をつくり上げるため、
私に力を貸してください。 

レイ・クリンギンスミス
2010-2011年度 国際ロータリー会長

2010-2011年度ＲＩ会長メッセージ
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GOVERNOR MESSAGE

世界と地域のニーズに沿って
　　　　高い理念に基づいた実行力を

2010-2011年度 ガバナー

米田 眞理子
Mariko Yoneda

謹啓　晩秋の候　朝夕の冷たい風、秋晴れの空にほっと
する日々 、会長幹事殿には、ますますご活躍のこととお慶び
申し上げます。
　10月21日に公式訪問を72クラブ終えて、堺の１３ロータリ
ークラブが親睦を深めるための交流会にて、公式訪問打ち
上げ会を行いました。
　すべて予定通りに72クラブの公式訪問を終えましたこと、
ガバナー補佐の皆様、会長・幹事の皆様方の温かいご協力
のお陰と心より御礼申し上げます。
　
　さて、堺ＩＭ８組に新しいロータリークラブが誕生いたしま
した。
堺フェニックスロータリークラブ(会長　片木 修）をスポンサ
ークラブとする、山田 義夫様(堺ＲＣ）をガバナー特別代表と
して、堺フラワーロータリークラブ(会長　堀本 欣吾)が、10
月14日(10月18日通知）ＲＩ加盟認証され、地区内73番目のク

ラブとして誕生しました。本年4月に和歌山サンライズロータ
リークラブに引き続き、モーニングクラブの誕生です。新しい
クラブの誕生の嬉しいお知らせを、まずもってご報告いたし
ます。ＲＩ加盟認証状伝達式は12月15日の予定です。

　11月は「ロータリー財団月間」であります。1917年6月アトラ
ンタで開催された国際大会で国際ロータリー連合会会長ア
ーチＣ.クランフは、国際ロータリー連合会に「国際理解と親
善増進のための基金」を設立することを提案しました。彼は
このように言っています。「ロータリークラブも、ロータリアンも、
ロータリーとその目的、その目標、その理想について明らか
に知識不足がある。現在の管理当局はこの問題に真剣に
取り組んだ結果、啓蒙活動が必要だ。この問題は主として
クラブ会長の手にある。国際理事会がいかに努力しようとク
ラブ会長が有益な提案を実行しないならばすべて徒労に
帰するのだ。」と。
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ロータリー運動が興って12年、連合組織が形成されて8年
余り、ロータリー運動の奉仕の実践に当たり、ロータリアンと
してなすべきことは何か。個人奉仕か、クラブによる団体奉
仕か。個人奉仕の場合は限界があるのか、団体奉仕はどう
なのか。そのなかで国際ロータリーの連合会をつくったのは、
ロータリークラブであり、したがって連合会にお金を集める
権限もなく、ただある権限は奉仕の理想の提唱・ロータリー
の拡大・情報の媒体だけでありました。このままではクランフ
会長の意図は否決すると考えたカンサスシティのロータリア
ンたちが、しぶしぶ集めたお金、これが、後のロータリー財団
の初めての基金となるわけであります。その過程は長くなり
ますので省きますが、国際奉仕的な活動については当時、
戦争という異常な事態におけるなかで、優れた知性と情熱
を持ったロータリアンの議論で闘われました。そしてその結
果生まれた　1923年の「決議23－34号」は、ロータリーの
〔般若心経〕といわれるようになりました。
　
　さてこの間、数々の世界戦争を経て　1947年1月27日ポ
ールハリスはこの世を去ります。この偉大な創始者の遺志を
受け継ぐことは何か？それはロータリー運動の国際化、若者
たちへの奨学事業であり、そこからロータリーの国際奉仕に
おけるロータリー財団の存在意義が認識されるようになりま
した。

　ロータリー財団は国際奉仕の実践のためのひとつのツー
ルであり、財団への寄付は強制的なものでなく、人頭分担金
や会費に準じるものでは決してなく、　善意の寄付の集まり
であります。公式訪問でお願いしたとおりでありまして、決し
て強制的な寄付ではありません。
　今日、とても良いことがあったから、世界中の人にこの喜
びを分かちあいたい。自然にポケットから出てくるお金が、世
界の子どもたちの飢餓、疾病、教育の改善に繋がり、人類の
ために良いことをすることができるのです。

「ロータリー財団」月間を機会に　ロータリー財団のことをよ
り多く知っていただき、ご理解いただきたいと心よりお願い申
し上げます。

国際ロータリ会長ノミニー
(2012－2013年度国際ロータリー会長）と。 大阪2660地区ＤＧ夫妻とのスナップ

GOVERNOR MESSAGE
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　ロータリー財団を推進する為に１９８９年度から、地域コーディネーター制度
が設けられ、私は初年度からの３年間、日本のロータリアンとロータリー財団管
理委員との間のコーディネーターを勤めさせて頂きました。それを終えてからの
３年間は、ロータリー財団管理委員会のトラスティーを３年間勤めました。その
都合６年間で、日本のロータリーの皆様方にお話し致しました要点は：（１）「ロ
ータリー財団への寄付は強制してはならない。」、（２）「ロータリー財団におい
ては、『先ずプロジェクト在りき』で、決して『先ず寄付在りき』では無い。」、そし
て「国際的なプロジェクトと取り組む為には、資金が必要であり、その資金は皆
で出し合う寄付で賄う。ロータリー財団は、種々のプロジェクト
を提案し、それに取り組むための必要資金を出し合い、使用する。私達ロータ
リアンにとってロータリー財団は、国際奉仕を実行する為のツール（道具）であ
る。「ロータリー財団は、誰のものでも無い、私たちロータリアンのものである。」

　今、２０１３－１４年度から実施されると言う『ロータリー財団の未来の夢計画
』で解説されているロータリー財団は、かなり様相を異にする気がしてならない
。（１）「ロータリー財団は、国際奉仕の為の私達ロータリアンの道具である。」で
あったのに、「ロータリー財団の資金用途は、海外のプロジェクトでも、国内でも

、地域社会でも構わない。」【発展途上国では、地域社会においてプロジェクトがより多く存在するから、それで良いが、日本のよ
うな国では、はっきり国際奉仕を区別して考えないと、国際奉仕活動は縮小する。】、（２）「ロータリー財団管理委員会に使用を
委ねる資金が５０％、自分達の地区で用途を決められる資金が残りの５０％」であったのに、「自分達の地区で決められるのは、
ほぼ２５％になってしまう可能性が強い。」【日本では目下、奨学生の数が激減している。内向き現象が起こっている。ロータリー
財団国際親善奨学生制度は、内でも外でもカウンセラーが就き、勉学と同時に国際親善に尽くし、ロータリー哲学を学び、グロー
バルな視野で物を見、考える機会を与えられる。

ロータリー財団の過渡期
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が、ロータリー財団国際親善奨学生の規模が縮小される傾向が強い。】（３）『国際的プロジェクトを遂行する為に資金集めを
する財団』であったのに『世界有数の財団』を志向している趣が強い。【国際的プロジェクトの為に寄付を出し合って、結果とし
て、世界有数の財団になったのなら誇るべきことだが、『世界有数の財団』を志向しているとすれば、その為に寄付をロータリア
ンにお願いすることは憚れる。】

　この変化は何に起因するか？　「ロータリーとは、一体何なのか？」の答えが国際的に見て確立されて居らず、コンセンサスも
成立していない事に在ると思う。今、アメリカのロータリアンに「ロータリーって一体何なの？」と尋ねると、ほぼ１００％の方が、「奉
仕団体だ。」と答える。日本でも、そう答えるロータリアンが増えている。然し、そこに『人造り』と言う視点が重視されていないと、
存在価値が、比べ物にならない程低下する。奉仕することによって先ず自分を造る努力をする。奉仕で得る感動は、自分の人
間性を高め、良心を浄化し、視野を広める。そして周りに好循環を齎す。思い遣り普及の連鎖反応を起こして行くことが『ロータ
リー運動』の真髄である。私達の『綱領』にも、特に重要な私達の事業の根底に確りと『奉仕の理想』を据え、普及して行くこと
が謳われている。

　ロータリーが誕生後、先ずメンバー間のフェローシップを高め合ったことは至極有意義だったと思う。５年も経ずして、『無私』
の概念が導入されて行った当時の米国ロータリーリーダー達の人間性、職業観、人生観、倫理観に大いに敬意を表するもので
ある。それでも、誕生後１５年も経ち、会員数が増えて行くと、ロータリーの有り方、奉仕の解釈、等に関してロータリーの組織が
二分される危機に面した。そこで提案、採用されたのが『決議２３－３４』で、これの採用により、分裂は回避されたのである。この
『決議２３－３４』こそがロータリー哲学の解説書であり、ロータリーの有り方を示している。『ロータリーの友』２０１０年９月号で、こ
の決議に関してのRI理事会での議論が掲載されているが、大いに議論して、もう一度、「ロータリーとは一体何か？」、「ロータリ
ークラブは如何在るべきか？」、「RIとロータリークラブの関係は？」、等々に関して有る程度のコンセンサスを醸成すべきである。
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11月は「ロータリー財団月間」です。例年なら財団を理解して頂き、寄付をお願いし、プログラムへの参加を要請するところで
すが、本年度に寄付して頂いた資金は3年後の新しい「未来計画」に則ったプログラムに使用されることになります。当地区で
は未だ新しい「使用計画」を検討しておりませんので、皆さんに「こんな国際奉仕をしたいので財団に寄付して下さい」と言うこ
とが出来ません。財団への寄付はそのプログラムに賛同し、その成果に感動を覚えて、浄財を寄付するのが本来の趣旨ですか
ら、今年度は寄付のお願いが難しいかと思います。
「世界でよいことをしよう（Doing Good in the World）」をモットーとして1917年に出来たロータリー財団は、幾多の変遷を
経て今のプログラムになりましたが、3年後には抜本的な改変がなされ、Future Vision plan(未来の夢計画)としての新しいプ
ログラムとなります。我々は少なくとも2年ぐらいの間に当地区でのD D F の使い道を含めたプログラムを考えておかねばなりま
せん。
当地区が力を入れている従来の国際親善奨学生は今年度が最後の募集となります。次年度からも奨学金として使うことが

決まれば、どんな形で募集をするか考えなければなりません。今の制度の良いところを残して新しい奨学金制度をつくり上げる
必要があります。今の奨学制度で募集して、重点分野の専攻学生をグローバル補助金で、その他を新地区補助金でまかなう
のが良いと私は考えています。
次にG S E が「職業研修チーム」と衣替えするのは良いことだと思います。ただ「重点分野」でなければグローバル補助金

から費用が出ないので、重点分野以外のチームの費用を新地区補助金から出せるのかが問題です。
当地区では今まで「マッチング・グラント」が低調でしたが、これからは手続きも簡素化され、実施しやすくなることが期待され、

当地区でも多くのクラブがマッチング・グラントを申請して頂きたいものです。

この「未来の夢計画」の目指す「プログラムと運営の簡素化」は、世界的な経済状況の低迷で財団運営経費の削減のため
に、職員特にコーディネーターなどを減らす必要性があるということで止むを得ないのでしょう。そして地区にプログラム実施の
決定権を移譲することにより、自由度が増し、財団をより身近に感ずることが出来るメリットも確かにあると思います。
ただ「ポリオ」のような大きな奉仕活動を進め易くすることも隠されているようですし、国際奉仕以外に地元の奉仕プロジェク

トを実施することを目的とした新地区補助金の考え方には違和感を覚えます。
いずれにしても、我 ロ々ータリー財団担当者は、当地区のロータリアンの意見を充分くみ上げて、新しい「未来の夢計画」を

考えてゆかねばならない重大な使命があると責任の重さを感じるとともに、3年後の夢計画に期待したいと存じます。

ロータリー財団月間によせて

「ロータリー財団
未来の夢計画」
への期待
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平素はロータリー財団に格別なるご支援、ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
ロータリー財団月間にあたり、今回は寄付金について少し述べさせていただきます。
会員の皆様方からご協力いただきました貴重な寄付金は、どのように活用されているのでしょうか。まず、寄付金の種類ですが、
①年次寄付　②恒久基金　③使途指定寄付の３種類に大別されます。年次寄付は、財団プログラムを継続して支援するた
めに、毎年続けられる寄付のことを言います。「毎年あなたも１００ドルを」というのは、この年次寄付１００ドルを意味します。恒久
基金は、元本には手をつけずに、将来に備えて積立てている寄付を指します。ロバート・バース元ＲＩ会長は「年次寄付は、毎日
庭に水を撒き、花々に水分を供給するようなもので、恒久基金は、いつでも水が撒けるように、十分な水を用意している貯水池の
ようなものです」と述べています。使途指定寄付は、文字通り寄付する人が使途を指定する寄付を言います。例えば、ポリオ・プ
ラスへの寄付などがあげられます。年次寄付は、３年間運用して、３年後に５０％が地区財団活動資金（ＤＤＦ）に、そして残りの
５０％は国際財団活動資金（ＷＦ）に配分されます。このようにＤＤＦとＷＦに分けることをシェア・システムと呼んでおります。現在、
２６４０地区ではＤＤＦを国際親善奨学金に活用しております。財団研究グループ交換（ＧＳＥ）の旅費やマッチング・グラントなど
はＷＦから活用されております。
毎年「ロータリーの友」１１月号に、「ロータリー財団最新情報」が掲載してありますが、その中の地区別寄付額一覧表に、日本
全地区の年次寄付、使途指定寄付、恒久基金が載っていますので、参考にしてください。
以上のように、財団寄付には３種類の寄付があり、それぞれ違った目的を持っていて、寄付する人は自由に選ぶことが出来ます
ことをご理解ください。

ロータリー財団寄付金のお話ロータリー財団寄付金のお話
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平素は、ロータリー財団及び当委員会に対しご理解ご協力を賜り有難く厚くお礼申し上げます。
国際親善奨学金は、ロータリー財団のプログラムとして1947年に発足以来、民間レベルとして世界最大規模の奨学制度です。
志の高い奨学生を海外に送り出し、教育機関で勉学させることにより、異なる国民間の理解と友好関係の増進に寄与し、世界
中良き思いの人々が繋がりを持つことにより、世界平和を実現しようと考えてきました。
当地区でも国際親善奨学生への応募状況は、年々減少の傾向にありますので、募集に関しまして、皆様方のご協力を是非とも
よろしくお願い申し上げます。

①　海外派遣国際親善奨学生について
（１）2010－2011年度 国際親善奨学生の派遣は７名です。
（２）2011－2012年度 国際親善奨学生については、１学年度のみであり、地区選考試験には１０名の応募があ
り、１０名が合格しましたが、１名辞退され、現在９名でオリエンテーションを行っています。

（３）2012－2013年度 国際親善奨学生の募集については、『2012－2013年度 ロータリー財団 国際親善奨学生
募集ポスター』を2011年１月～２月頃に当地区内各クラブ会員、大学等に配布し、併せて当地区ホームペー
ジにより募集を行いますので、優秀な学生のご推薦をお願いします。

②　2010～2011年度、海外からの国際親善奨学生の受入はありません。
　　
当地区から海外に行かれた奨学生の多くは、留学先でロータリアンはじめ多くの方々にご支援を頂き、とても充実した留学経験
をされています。
国際親善奨学生のプログラムは、2012～2013年度の募集をもって最後となりますが、可能な限りで結構ですので、国際親善奨
学金プログラムの趣旨をご理解賜り、ご協力くださいますようよろしくお願い申し上げます。

ロータリー財団 
国際親善奨学金について
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財団研究グループ交換活動について

ロータリー財団のプログラムとは

　ロータリー財団のプログラムには皆様ご存じのように、次の3種類がありま
す。それは、教育的プログラム、人道的プログラム、および、ポリオプログラムで
2002年4月の管理委員会で決定され、現在も引き続き行われてきています。今
回、活動報告する研究グループ交換プログラムは、国際親善奨学金プログラ
ム、国際問題研究のためのロータリー・センター・プログラムとともに、上記の教
育的プログラムに属します。

研究グループ交換プログラムとは

この研究グループ交換プログラムは、歴史は古く1965年に発足したロータリー財団の国際交流プログラムです。25歳から40歳ま
での団員4人と経験豊かなロータリアンの団長１人がチームを構成し、２カ国間でＧＳＥチームを交換し、互いの国の文化や職業
について学ぶもので、１９６５－６７年度は、３４チームが参加し、２００８－０９年度には、５５８のＧＳＥチームが参加するまでに発展
してきました。我々のＲＩ２６４０地区においても、前身のＲＩ３６５地区では１９６６年度に初めてＧＳＥを実施し、それ以来定期的に
行ってきており国際親善、及び、両国の若者のモチベーション向上などに貢献してまいりました。

財団研究グループ交換活動について
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ＲＩ２６４０地区の最近のＧＳＥ報告について

ＲＩ２640地区のホームページから下記の年度の研究グループ交換の素晴らしい様子を窺い知ることが出来きますので一度ご
覧ください。
２００９－１０年度（村上ガバナー）は、ＲＩ７１５０地区(米国、ニューヨーク州北西部)、
２００７－０８年度（平原ガバナー）は、ＲＩ１１５０地区(英国、ウエールズ)、
２００５－０６年度（平尾ガバナー）は、ＲＩ６４４０地区（米国、シカゴ近郊）、
・・・

次に、紙面を借りて現在進行中のＧＳＥについて報告します。

１． 今年は、韓国のＲＩ３７２０地区とＧＳＥを行っています。
    ２０１０－１１年度（米田ガバナー）のホームページに、スケジュールなどを載せていますので、ご覧ください）
２． １０月２３日～１１月２１日の間、ＩＭ偶数組でホームステイを受け、様 な々職業研修や文化研修を計画しています。関係
者の皆様方のご協力に感謝申し上げます。

３． １１月６～７日の地区大会に参加し、発表します。
４． ＲＩ３７２０地区へのＧＳＥ派遣を現在計画中です。（１０月中旬に公表予定）

クラブからの素晴らしい若者の推薦をよろしくお願いします。
（ロータリアンの妻や子や孫は推薦できない。フルタイム雇用で２年間の職歴などの制約があります。各クラブの事務局にお問い
合わせてください）

韓国ＲＩ３７２０地区からのＧＳＥ団長（中央）と団員達
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財団学友小委員会は財団学友会を支援・協力するのが主な活動で
す。財団学友会とは、元財団国際親善奨学生、元ＧＳＥ（財団研究グル
ープ交換）参加者により構成される組織で、財団国際親善奨学生並び
にＧＳＥ団員は帰国後自動的に財団学友会会員となります。
財団学友は将来有望な人達であり、ロータリーの良き理解者でもありま
す。ロータリーにとっても学友にとっても、お互いの関係は大きな財産で
す。両者の事業交流や奉仕活動を末永く続けていきましょう。社会で活
躍中の学友は、将来のロータリアン候補でもあります。
そこで、当委員会からのお願いがあります。

①推薦クラブ及びカウンセラーの皆様はお世話した学友との交流を積
極的に続けて頂きたい。学友が帰国してからも末永くクラでの行事や
地区大会等に参加を促し、交流を保ちつつ温かく見守って頂きますよ
うお願いします。

②学友の追跡調査にご協力ください。当地区では現在、約510名の学
友（国際親善奨学生約400名・ＧＳＥ約100名）がいます。しかしながら、
現在地区や学友会で連絡がとれる学友は100名程度です。クラブで
推薦された学友が転居等の場合、わかる範囲でガバナー事務所まで
お知らせください。

③財団月間に、学友をクラブ例会に招聘してください。毎年１１月の財
団月間には、各クラブより学友の卓話の要請が多数ございます。当委
員会としましてもできる限りの斡旋・調整他を行いたいと思いますので、
希望されるクラブは早めにお申し出ください。但し、財団月間中は要請
が多く、学友の多くは職業人ですので、ご希望に添えないこともござい
ますので、可能であれば他の月にして頂くと幸甚です。今年度は、最近
帰国された学友に限らず、帰国後、社会で活躍中の学友にも卓話派
遣を依頼しています。また、2013年からはじまるロータリー財団「未来の
夢計画」により、補助金制度等が大幅に変わるため、地区の財団委員
の卓話派遣も要請があれば手配をいたします。

財団学友との交流を続けましょう！
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新入会員紹介 NEW ROTARIAN



21

新入会員紹介 NEW ROTARIAN

新入会員紹介（7月入会分） NEW ROTARIAN



訃報

曽和　宏之 様
(橋本RC)

2010年9月24日死去

1952年1月5日生
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堺フラワーロータリークラブ
SAKAI FLOWER ROTARY CLUB

新クラブ紹介（堺フラワーロータリークラブ） NEWS
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ＰＨＦ・ベネファクター（9月分）

米山功労者（9月分）
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　11月号、お届けいたします。
ロータリーの友事務所では平成23年6月末現在で20代のロータリアンの特集（掲載方法掲載月未定）を検討しております。又、
『ロータリーの友』掲載のシリーズ「この人、この仕事」欄にふさわしい方をご推薦ください。情報をお待ちしております。岡本まで。
2011－12年度表紙写真募集（2011年4月30日締切）要項が横組み47ページ、縦組み6ページに掲載されています。ぜひご応募を。

ロータリーの友編集委員会　地区代表委員　岡本勝士

①　卓話の泉　『カタカナの日本語』（堺南ＲＣ　　忠岡　清）　縦組み　Ｐ10
カタカナ、意味も知らずに知ったかぶり、人にも聞けず悩みますね。

②　俳壇―――縦組み　Ｐ12
金魚掬ひおまけの二匹掬はるる　（御坊ＲＣ　橋本順子）

③　柳壇―――　縦組み　Ｐ12
パリジェンヌようこそ熊野諸手挙げ　　（新宮ＲＣ　塩崎公治）
オニヤンマ地面すれすれああ夢か　　　　（堺ＲＣ　大澤徳平）

④　バナー自慢　　堺ＲＣバナー　―――　縦組みＰ16
御坊南ＲＣバナー　―――――縦組みＰ17

⑤　ロータリー　アットワーク
子宮頸がんを知る市民講座　――――　堺ＲＣ　　縦組みＰ24
本場の音楽を堪能　　―――――　泉佐野ＲＣ　　縦組みＰ25

⑥　インターアクトに聞きました　　Ｐ20～28
高野山高校ＩＡＣ　―――――はさみ1本、切手1枚の国際協力、ありがとう

⑥　例会・曜日・時間変更　　
和泉南ＲＣ　　第2・4週　木曜日　　18：30　　

地区関連の記事

『ロータリーの友』地区だより THE ROTARY-NO-TOMO
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縦組み記事

横組み記事

①　RI会長メッセージ　『アフリカ支援』(レイ・クリンギンスミスRI会長) P1　

ロータリーの親善奨学生としてケープタウン大学で学ばれたクリンギンスミス会長は、「奨学生としての経験をアフリ

カのために」と考えられ、世界中のロータリアンがアフリカの現状に関心をもつよう望まれています。そして、アフリカ

のロータリーを『より大きく、豊かで、大胆に』するために、そしてアフリカのロータリー財団奨学生の輪をつくり上げる

ため、私に力を貸してください」と呼び掛けられています。

②　特集　ロータリー財団月間　　　　　　P5～19 

『ロータリー財団「未来の夢計画」とは』（2009-10年度ロータリー財団地域コーディネーター（第1ゾーン）2010-11

年度ロータリー・コーディネーター補佐（第1ゾーン）　北　　清治（浦和東ＲＣ））

2013-14年度から始まる『未来の夢計画』必ずお読みください。財団寄付、活動計画の策定本年度の活動が大切

なことご理解いただけると思います。

③　特集　世界インターアクト週間　P20～28

中学校にＩＡＣ誕生　Ｐ23

④　いま、世界は　　『バルカンの火薬庫から音楽の咲き乱れる半島へ』　Ｐ30～31

バルカン室内管弦楽団音楽監督　柳澤　寿男

⑤　ロータリアンのためのソーシャルメディア入門　　Ｐ37～44

⑥　田中作次氏（八潮ＲＣ）　2012－13年度ＲＩ会長に　　Ｐ45

①　ＳＰＥＥＣＨ　　『共存共鳴　ドイツと日本の違うところ　』P2～6

桐朋学園大学音楽学部教授　木村　俊光

②　この人、この仕事

機能的でおしゃれなステッキを使ってもらいたい　（東京中野ＲＣ　山田澄代）　P7～9

「顧客の笑顔が弊社のもうけ」澄代社長のお言葉。

③　言いたい　聞きたい　Ｐ14-15

会員増強に秘策はあるか　　（大阪北ＲＣ　森　禎良）

④　友愛の広場　　Ｐ18～21

ロータリーの存在理由を求めて　　（美祢ＲＣ　末永輝清）

⑤　ロータリー　アットワーク　Ｐ22～32

多くの活動報告が掲載されています。我々のクラブも積極的に投稿を

『ロータリーの友』地区だより THE ROTARY-NO-TOMO



 
 
 
 
 

9 月までの寄付金は前年同期と比べて 4.0％増、約 1,380 万円の増加となりました。普通寄付

金が 2.3％減、特別寄付金が 13.7％増と、これまで比較的好調に推移していましたが、米山月間

である 10 月前半の寄付実績はここ数年の中で最も低く、厳しい出足となっています。 

10 月から 12 月までの 3カ月間は、1年間の特別寄付金の約半分をご送金いただいている重要

な時期です。各クラブにお届けしている月間用資料をご活用いただき、当会事業への理解を少し

でも深めていただくよう、広報活動へのご協力をよろしくお願いします。 

9 月 8 日に東京都内で開催されたガバナーエレクト研修セミ

ナーで、板橋敏雄理事長と坂下事務局長が各 20 分間、米山記念

奨学事業の現況説明を行いました。また、配偶者プログラムで

は、米山学友の駿渓
スルタニ

トロペカイさん（アフガニスタン／1981-83

／小山ＲＣ・土浦ＲＣ）と楊錦華さん（中国／2002-05／東京日

本橋ＲＣ）がスピーチを行いました。 

『ロータリーの友』6 月号の“よねやまだより”でも紹介し

た駿渓さんは、アフガニスタンの首都カブールに教育・職業訓練のための「希望の学校」を設立

し、母国の女性たちの自立を支援している活動を報告。また、東京米山友愛ＲＣの初代会長を務

める楊さんは、カウンセラーとの絆や、学友仲間らとともに新クラブ設立を目指した経緯や今後

の抱負を語りました。2 人の報告に、会場からは惜しみない拍手が送られ、「感謝や恩返しとい

った言葉が聞かれなくなったこのご時世に、留学生だったお二人から、恩返しの言葉と行動を聞

かせてもらい、感動した」などの感想が聞かれました。 

米山奨学事業を 1 人でも多くのロータリアンにご理解いただくためには、奨奨学生・学友の声

を直接お聞きいただくことが一番ですが、そのほかにも下記の資料をお使いいただけます。 

ホームページから視聴できます。ご要望があればＤＶＤをお送りします

2

ホームページからダウンロードできます。説明者用メモ付き。
3

ガバナー事務所宛てに送付。在庫ある限りクラブからも注文可能
4 巻き取り式でコンパクト収納。8,000 円。

注文から 1週間ほどで納品できます。

また、『ロータリーの友』10 月号“よねやまだより”では、米山月間特集と

して、7月に上海で開催された「中国学友会総会・懇親会」の報告記事のほか、

学友の活躍紹介、地区別寄付状況などの情報を掲載しています。ぜひご覧ください。 



 

台湾米山学友会（正式名称：（社）中華民国扶輪米山会）が日本のロータリーへの恩返しとし
て始めた「日本人若手研究者奨学金」は今年 2年目に入り、9月から新しい奨学生を迎えました。 
第 2期奨学生に選ばれたのは、国立台湾師範大学大学院に留学中で、中国語教育を専攻する笹
川優子さんです。笹川さんには 1年間、台湾学友会から毎月 25,000 台湾ドルが支給されるほか、
学友会メンバーがカウンセラーとなって、台湾での留学生活を物心両面で支えます。 

9 月 25 日、台湾学友会の許國文理事長（第 3490 地区パ
ストガバナー）から奨学金を授与された笹川さんは、奨学
生に選ばれた気持ちを次のように語ってくれました。「私
が日本の大学に在学中の頃、台湾、中国などから来た多く
の留学生の友人がロータリー米山記念奨学金の支援を受
け勉学に励んでいたのが深く印象に残っています。今回、
私も扶輪米山会奨学生として皆さまに温かく迎えていた
だき、とても感謝しています。台湾での長い留学生活は充
実と困難の連続ですが、今年は奨学生としての自覚を持ち、

これまで以上に勉学 研究に力を注いでいきたいです。これからの 1年間、扶輪米山会の皆さま
との交流を通じて、台湾と日本の発展に貢献していきたいと思います」 

尖閣諸島沖の中国漁船衝突事故をきっかけに、日中関係の悪化が報じられています。この事態
に胸を痛める中国出身の米山奨学生・学友たちの声を紹介します。
5年前に反日デモが問題になったとき、新聞への投書で「留学生として日本のすばらしい一面
を中国人に伝えていきたい」と語った湯伊心さん（2005-07／横浜ベイＲＣ）は、「中国は世界の
人々から敬遠される国ではなく、愛される国になって欲しい。ロータリアンから学んだ草の根交
流は、たとえ国家間に亀裂が生じようとも決して影響を受けません。私たち米山奨学生・学友は、
ロータリアンとの関わりを通じて、何か行動することができるはず」と、語ります。 
先日、第 2800 地区（山形県）の地区大会で特別講演を行った
張旭梅さん（2005-06／東京広尾ＲＣ）は当日を振り返って、「こ
んな時期に、中国人学友である私の話など聞いてくれるのだろう
か…と不安でした。話し終わった後、“中国のことを嫌わないで
ください！私は中日友好を心から願っています”という思いで胸
がいっぱいになりました」と、言います。張さんの講演を聞いた
多くのロータリアンが涙を流し、会場にいた中国出身の米山奨学
生たちも立ち上がって拍手を送ったそうです。 
現役奨学生も複雑な気持ちで例会に参加しています。金静海さん（2010-11／横浜瀬谷ＲＣ）
は、「肩身の狭い思いで座っていたら、世話クラブの皆さんが“国同士の出来事は金さんとは関
係がないのだから心配しないで大丈夫”と、普段と変わらぬ温かさで励ましてくれ、どれほど気
持ちが救われたかわかりません」と、嬉しい体験を話してくれました。 

 

（財)ロータリー米山記念奨学会 
〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 
 黒龍芝公園ビル 3F

Tel：03-3434-8681 Fax：03-3578-8281 
E-mail：highlight@rotary-yoneyama.or.jp 
URL：http://www.rotary-yoneyama.or.jp/

編集担当：野津
の づ

・峯
みね
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広告〉
毎日新聞朝刊 半2段
大阪南版／平成22年10月16日
和歌山版／10月16日

記事〉
毎日新聞朝刊
大阪南版／平成22年10月19日
和歌山版／10月26日

米山記念奨学生学友会主催上海シンポジウム NEWS
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上海
Shanhai

米山記念奨学生学友会主催上海シンポジウム NEWS
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「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、２万余点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話
や書信によるご相談、 文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホーム
ページでPDFもご利用いただけます。
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、 ご活用願います。　
以下資料のご紹介を致します。

ロータリー文庫

〒105－0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル3階
TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506　　　　http://www.rotary-bunko.gr.jp

開館＝午前10時～午後5時　　休館＝土・日・祝祭日

 ◎「ロータリーの本質は職業奉仕の実践にあり」　上野 操　2010　1p

　  （D.2580月信）

 ◎「職業奉仕のいろは」　深川純一　2010　16p　  （職業奉仕のすすめ）

 ◎「東洋の実業倫理とロータリーの職業奉仕」　安平和彦　2010　21p 

　　（職業奉仕のすすめ）

 ◎「近江商人について」　塚崎 純 他　2010　3p 　　（職業奉仕のすすめ）

 ◎「石門心学とロータリー」　石田二郎 他　2010　6p

 　 （D.2680地区大会記録誌） 

 ◎「回首原点－ロータリーで元気になろう」　佐古亮尊　2010　10p

  　（D.2500地区大会報告書）

 ◎「今・改めてロータリーを見直す」　森田 均　2010　10p

 ◎「〔決議23－34〕はロータリアンの『金科玉条』なり」　古川隆三　2010　1p　　（D.2650月信）

 ◎「ロータリー簡単図解その８〈解り易い職業奉仕〉」　鈴木章夫　2010　1p　　　（D.2520月信）

文庫通信 BUNKO TSUSHIN
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米国ルイジアナ州のグレーター・レイクス・チャールズ・ロータリー・クラブは、毎年、地元大
学への奨学金とロータリー財団のための募金を目的としたオークションを実施していま
す。過去20年間にわたり、このオークションは、地元地域においてクラブの存在を象徴す
る活動となってきました。
米国ニューヨーク市では、マローン・ロータリー・クラブがスパゲッティのディナーを企画す
ることで有名です。「毎年、大勢の人が集まり、食材もスポンサーからたくさん寄贈してい
ただいています」と話すのは、同クラブ会員のマーサ・ウィーバーさんです。「好評のため、
スパゲッティのソースが足りなくなってしまったことも、何回かありますよ」
一方、インドのカルカッタ・アップタウン・ロータリー・クラブでは、ロータリー財団のマッチン
グ・グラントを利用して、地元ベンガル地方の農村部で眼科医療の提供、青少年のため
のコンピューターセンターの設立、衛生設備の改善などを行うのが、代表的な活動となっ
ています。
このように、地域社会で人々の目に留まるような独自の活動を行うことによって、RI長期
計画の優先項目の一つである公共イメージとロータリーの認知度を高めることができま
す。クラブの代表的な活動を紹介し、ロータリアンからの意見を集めるため、最近、
LinkedINの国際ロータリーの公式ページにおいて、トーマス・ソーフィンソンRI副会長
が中心となり、ディスカッションが繰り広げられました。
今後数週間、これ以外にもRI理事による進行の下、RI長期計画を支援するためにクラ

ブが行っている活動を紹介するディスカッションが行われる予定となっています。 ディスカッションにぜひご参加ください。
「ロータリアンを対象とした調査の結果、自分たちが行っている有意義な活動を多くの人に知ってもらいたいと望むロータリアン
が大勢いることが明らかになりました。クラブが独自に実施している代表的な活動やプロジェクトを紹介することによって、多くの
人々にロータリーを知ってもらえるでしょう」
英国のクロイドン・サウス・ロータリー・クラブに所属するマーク・メイヤーズさんがLinkedINに投稿したメッセージによると、彼のク
ラブでは、クリスマスにチャリティーの寄贈物資を集めるのが代表的な活動となっているそうです。「クリスマスキャロルの音楽を
拡声装置で流しながら、ソリを載せたトレーラーで回るんです。サンタクロースが出てきて挨拶をし、その間に会員たちが近所を
回って寄贈品を集めます」
また、米国オハイオ州のストロングビル・ロータリー・クラブは、氷と雪に包まれた真冬のゴルフコースでゴルフをするのが目玉行事
であると、同クラブ会員のジョセフ・ズリラさんは言います。インドでは、デリー・バサント・バレー・ロータリー・クラブが献血キャンプを
通じてロータリーの知名度向上に努めているそうです。
このほかにも、米国バージニア州のチャーチランド・ポーツマス・ロータリー・クラブとポーツマス・ロータリー・クラブは、食べ物、飲み
物、エンターテイメントが盛りだくさんのバーベキュー大会を開催し、ネットワークづくりを行っています。チャーチランド・ポーツマス・
クラブのビル・ポラードさんによると、この行事におよそ3千人が参加し、地元のプロジェクトとプログラム支援のために、それぞれ
のクラブが1万ドルの純益を上げたということです。

独自の活動で地域におけるクラブの存在感を高める

インターネット速報 NEWS
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5歳になるムラムブジ・ジョシュアちゃんは、先天性心臓欠陥を治療する手術を受けられたこと
に感謝しています。 
この手術は、ウガンダの子どもたちを対象に1月に行われた20件の手術の一つで、「ギフト・オ
ブ・ライフ・インディア」を通じて授与されたロータリー財団のマッチング・グラントによって実現し
たものです。 
元ロータリー平和フェローであるジネット・クロエスさんは、財団の平和と紛争解決への取り組
みに寄せられた惜しみない寄付に、心から感謝しています。 
「中でも、現場で平和の構築に尽力する多くの人たちを目の当たりにするさまざまな機会して
くださった世界中のロータリアンに感謝しています」とクロエスさん。「ロータリアンの皆さまのネ
ットワークは、本当に国連に引けを取らないものだと思います」 
マリアナ・ポンセさんは、ホンジュラスのロータリアンの寄付で運営されているマイクロクレジット
（小口融資）プログラムからの融資のおかげで、テグシガルパにある自宅で、小さな事業を始

めることができたことに感謝しています。ポンセさんは、現在、大豆製品を売ることで、地元の病院で洗濯をして得ている収入を
補っています。 
ロータリー財団は毎年、このような、 6つの重点分野にあてはまる何千件ものプロジェクトに資金提供しています：

 平和と紛争予防／紛争解決
 疾病予防と治療
 水と衛生設備
 母子の健康
 基本的教育と識字率向上
 経済と地域社会の発展 

「毎年あなたも100ドルを」推進計画を通じての、皆さまの惜しみないご支援は、「地域を育み、大陸をつなぐ」ことで、私たちが目
指すよりよい世界を、少しずつ実現しているのです。 寄付にご協力ください。

補助金の受領者が
ロータリアンの惜しみない支援に感謝

友愛の木

20世紀の初め以来、親睦、友愛、社会奉仕の名の下に、ロー
タリアンによって多くの木が植えられてきました。ロータリーの
創始者、ポール・ハリスは、1920年代から1930年代にかけて世
界中を旅行し、親善と友愛の象徴として各地で植樹を行いま
した。

インターネット速報 NEWS
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地区内ロータリークラブの推薦による。

派遣予定期間
2011年4月16日 ～ 5月14日

受付期間
2010年10月20日 ～ 11月末日締切

提出書類
候補者の履歴書（市販の物）と顔写真１枚

提出先
RI第26４０地区 2010-2011年度ガバナー事務所
住所：〒590-0021　大阪府堺市堺区北三国ヶ丘町1-1-16　C-14
TEL：072-224-2640　　　FAX：072-224-2650

候補者の資格要件
1. 日本国籍を持ち、地区内に住所または、勤務先を有すること
2. 団体行動による長期の海外旅行に充分耐えられる健康体であること
3. 25歳以上40歳以下で２年以上現在の仕事に就いていること
4. 職場の推薦を得られること
5. 家庭の承諾を得られること
6. ロータリアンの２親等以内の親族でないこと
7. 出発前研修（土・日・祝日を利用して８日間程度）に自費出席できること

選考試験（詳細は、応募者と推薦クラブに追って通知する）

RI3720地区(韓国)へのGSE派遣候補者の推薦要綱 NEWS
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会員
1,300名

地区内PDG・DG・DGE配偶者他
30名

地区外PDG・DG配偶者他
30名

ロータリーファミリー
180名

合計　1,540名

地区大会参加者予定
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地区大会記念ゴルフ大会 御礼

地区大会記念ゴルフ大会開催
御  礼

10月18日(月曜日)、秋晴れのもと、天野山カントリークラブ(堺市36ホール)で過去最多の参加者270名で

挙行いたしました。富田林RC藤野会員の南コース5番ホールでのホールインワンは地区大会記念ゴルフコ

ンペ史上記録となるもので大いに盛り上げていただきました。

例年に無い、新しい表彰式・懇親会企画で、遠路からご参加のロータリアンの皆様に待ち時間が少ない

ように工夫し、前半150名、後半120名、二回に分けて懇親会、表彰式を開催させていただきました。100％に

近い方が最後まで、懇親会・表彰式にお残り下さり友愛を深めていただきました。心より御礼申し上げます。

表彰式は豪華商品多数で大いに盛り上がりました。優勝～20位　飛び賞、賞に入れ無かった方からの

抽選、最後にガバナー賞「46型最新液晶ＴVアクオス」、前半・後半表彰式に各一台ずつ米田眞理子ガバ

ナーからの抽選で盛りあがりました。

実施にあたり、多数のロータリアン参加者、実行委員会、天野山カントリークラブ、協賛企業のご協力に心

より感謝申し上げます。

国際ロータリー第２６４０地区
地区大会記念ゴルフ大会 実行委員長　三村　　文男

(堺フェニックスRC )
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10月行事報告 Report 2010/10
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10月行事報告 Report 2010/10
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11月　ロータリー財団月間（The Rotary Foundation Month）

2010-2011年度年間行事予定表
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2010年8月 出席報告




